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１．研究計画の概要
彗星から放出された米粒ほどの粒子は、地

球大気に高速度で突入し流星として観測さ
れる。これらは月面にも衝突しており、近年、
より大きなものの衝突が月面衝突閃光とし
て観測されるようになった。衝突エネルギー
の何％が可視光に変換されるか (変換効率)
が分かれば、多くの月面衝突閃光の明るさの
観測から、月面上での衝突頻度を衝突エネル
ギーの関数として知ることができる。その結
果は科学的に重要なだけでなく、月面活動の
安全性にとって貴重なデータとなろう。しか
し、変換効率がどの位になるかはよく分かっ
ていない。おそらく、衝突速度や物性、組成
などによって変化するであろう。

我々は、変換効率が衝突体の空隙率に大き
く依存するはずであると考えた。１次元衝突
モデルによれば、同じ物質でも多孔質であれ
ば衝突時により高温になり、より強い閃光を
発することが期待されるからである。しかし、
多孔質衝突体が強い閃光の原因になること
は、技術的困難があったため実験的に確認さ
れていない。我々は新しい実験方法を提唱し、
多孔質衝突体によるより明るい衝突閃光を
実験的に検証する。

２．研究の進捗状況
(1) 平成 19 年度：通常の高速衝突実験では、
飛翔体を加速して大きな標的に衝突させる。
本研究の特徴は飛翔体を標的に見立て、これ
をより小さな多孔質小粒子に衝突させる点
である。これにより、通常の 100 万 G を越え
る加速に耐えられない材質でできた粒子の
衝突でどのような現象(本研究では衝突閃光)
が起こるかを調べることができる。飛翔体の

前面にプライヤープレートを貼り付け、この
平面と小粒子との衝突現象を調べる予定で
実験準備を進めた。

(2) 平成 20 年度：実験に使用する予定であっ
たJAXA宇宙研の２段式軽ガス銃が新しい高
性能のものに替わった。その際、フライヤー
プレート付飛翔体の加速は、銃を破損する可
能性があるため当分できなくなった。そのた
め、フライヤープレート付飛翔体に替えて、
直径 7mm のナイロン球を直径 1mm 以下の
ナイロン多孔質体またはナイロン微小粒子
に衝突させるよう実験方法を変えることと
し、新しい実験方法の確立に全力を注いだ。

衝突閃光を測定しようとする際、銃の発射
に伴う閃光が邪魔になる。銃発射に伴う閃光
を、光検出器だけでなく分光器でも観測し、
なぜ光るのか、どのような場合に強い光が出
るのかを調べた。高温になった加速ガスが銃
孔内壁などを侵食し、生じたダストが熱せら
れて発する熱放射が重要であることが分っ
た。

また、衝突閃光の測定に必要なフォトダイ
オード、アンプ、望遠鏡などを準備、製作し、
予備的な測定を行った。1 秒間に 100 万コマ
映すことのできる高速度カメラによる閃光
測定も取り入れることにし、その取扱いに習
熟した。

(3) 平成 21 年度：実験方法が確立し(多孔質
微粒子の製作方法が未熟な点などが課題と
して残っているが)、本研究の目的とするデー
タが取れるようになった。予備的解析結果で
はあるが、当初予想した通り、衝突閃光の明
るさが、多孔質衝突体の場合、緻密なものに
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比べて 10 倍上強いことが分かった。

３．現在までの達成度
③やや遅れている。

（理由）
実験に用いる主要装置である宇宙航空研

究開発機構・宇宙科学研究本部の 2 段式軽ガ
ス銃が、平成 20 年度に新型のものに更新さ
れた。更新に伴う銃の試験のため平成 20 年
度は本来目的とする実験に進めず、また実験
方法の変更が必要となった。結果的には、装
置も実験方法もより良いものになったが、そ
の分やや遅れが生じた。

また、平成 22 年度からの電気通信大学の
改組のため、平成 21 年度後半には予期せぬ
マネジメント業務が数多く発生し、それに労
力を割かざるを得なかった。

４．今後の研究の推進方策
平成 21 年度の実験では、緻密衝突体と多

孔質衝突体(空隙率 50%に固定)で衝突閃光の
明るさの比較を行った(正確には可視光への
エネルギー変換効率)。今後は、空隙率の異
なる衝突体を製作し、閃光の明るさを空隙率
の関数として実験的に求める。また、1 次元
衝突モデルや計算機シミュレーションの結
果と比較し、論文としてまとめる。

５. 代表的な研究成果
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